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小山遺跡が所在する出雲市四絡地区は、矢野遺跡。大塚遺跡。姫原西遺跡

など、出雲市でも有数の集落遺跡の密集地帯として知られています。近年の

開発に伴って、発掘調査も増え、しだいに古代四絡地区の様相が明らかにな

りつつあります。

このたび、市道四絡30号外1線道路改良工事に伴い、小山遺跡第3地点を

発掘調査いたしました。その結果、弥生時代から古墳時代初頭にかけてと奈

良。平安時代及び中世の遺構。遣物を検出しました。特に、古墳時代初頭に

埋まった溝状遺構は、天神遺跡や古志本郷遺跡・下古志遺跡などでも確認さ

れた「環濠」と類似しており、貴重な発見と言えます。また、墨書須恵器が

検出され、平成6年度（第1次）調査において確認された墨書土師器。へラ

描き須恵器などと合わせ、古代の人々の暮らしぶりを伺い知るうえでの重要

な資料となりました。

これらの成果が、今後の研究資料として広く活用され、歴史の解明と郷土

の発展に寄与することを期待するとともに、発掘調査及び本書を発刊するに

あたり、ご指導ご協力賜りました関係者のみなさまに心から御礼申し上げま

す。

平成14年（2002）3月

出雲市教育委員会

教育長　多　泉　　　博



例

1。本書は、出雲市（道路河川課）より依頼を受け、出雲市教育委員会が、平成且2年度に実施した、

市道四絡30号外1線道路改良工事に伴う、小山遺跡第3地点第3次発掘調査の報告書である。

2。発掘調査地は次のとおりである。

小山遺跡第3地点（出雲市遺跡地図遺跡番号GO4、地図番号10。11）

出雲市小山町地内（旧四絡ふれあい広場）

3。発掘調査は、平成12（2000）年5月8日に着手し、平成13（2001）年2月2日に終了した。

4。調査組織は次のとおりである。

調査主体　　出雲市教育委員会

事務局　　　大田　茂（出雲市教育委員会　文化振興課課長）

調査指導　　田中義昭（島根県文化財保護審議委員）

池淵俊一（島根県教育庁　文化財課　主事）

調査担当者　園山　薫（出雲市教育委員会　文化振興課　嘱託員）

調査補助員　糸賀伸文、勝部真紀、（文化振興課臨時職員）

5。発掘調査、遺物整理、報告書作成においては、以下の方々の協力を得た

発掘調査　吾郷　栄、吾郷要子、板垣将信、大森長一郎、公田悦郎、畑　守隆、福田益之、

星野勝義、松田高志、米原信夫、和田昭七、

遺物整理　飯囲陽子、吹野初子、河井栄子、岩崎晶美

6。出土遺物の実測は、上記調査員e調査補助員のほか、瀧尻幸平が行った。

7。本書に掲載した遺物写真の撮影は、園山が行った。

8。発掘調査、ならびに報告書作成に当たっては、以下の方々から有益な御指導e助言を頂いた。記

して謝意を表したい。（敬称略）

松井　章（奈良国立文化財研究所）、平石　充（島根県立博物館）、錦田剛志（同）、西尾克己（島根

県埋蔵文化財調査センター）、　内田律雄（同）、松山智弘（同）、松尾充晶（同）、渡部正巳（文化

財調査コンサルタント㈱）

9∴石器の石材鑑定は羽木伸幸氏（社会福祉法入千鳥福祉会　嘱託員）にお願いした。

10。挿図中の北は、磁北を指す。従って測量法による第Ⅲ座標系のⅩ軸より、7055〝西の方向を指

す。レベル高は海抜高を示す。

Ⅲ。本書で使用した遺構記号は以下のとおりである。

SB：掘立柱建物、SA：柱列、SE：井戸、SK：土坑、Sの：溝、

12。土器実測図のうち、アミかけしたものは赤色塗彩を示す。

13。本書の執筆e編集は園山が行った。

14。出土遺物及び実測図、写真等の記録は出雲市教育委員会において保管している。
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第瀾章　健置歴環境

小山遺跡は、出雲市中心部の北側に隣接する四絡地区に所在する。同地区は、近年ますます都市化

が進み、発掘調査も急増してきている。小山遺跡は、弥生時代の拠意集落として知られる矢野遺跡や、

大塚遺跡、姫原西遺跡∴蔵小路西遺跡などとともに、「四絡遺跡群」を形成する遺跡のひとつである。

「四絡遺跡群」の中核となる矢野遺跡は、縄文時代後◎晩期から始まる集落遺跡で、矢野第3地点

では弥生時代後期に吉備地方から搬入された特殊丑器などが発見されている。小山遺跡は矢野遺跡に

付随して弥生時代中期中葉から造営されてきた。

本調査地は、出雲考古学研究会の調査により地頗分けされた小山遺跡第3地点にあたる（1）。旧神戸

川の下流域に形成された自然堤防止に立地してお、小山遺跡の北東部分にあたる。旧河道の右岸に

形成された微高地止に発展した遺跡である。東は大塚遺跡に接し、、旧河道の左岸に小山遺跡第。第

2地点を見る。本遺跡ではこれまでの調査で、弥生時代から奈良◎平安時代にかけての集落遺跡であ

ることが分かっている。

縄文時代、「禅門の氷海」と呼ばれた潟湖の縁辺部に集落が出現し始め、後の晩期になって、矢野遺

跡や蔵小路西遺跡◎善行寺遺跡など、平野の中心部でも本格的に発展してくる。縄文時代後◎晩期

の遺跡からは、弥生時代前期の遺物が出丑しており∴連続して遺跡が存続していたことが窺える。

弥生時代中期以降、矢野遺跡をはじめ平野部の集落は急増し、天神遺跡e古志本郷遺跡の下古志遺

跡などの拠点集落の出現を見る。小山遺跡第3地点では、平成9年度の調査（第2次）で、弥生時代

中期後薬から後期前葉の「環濠」と思われる溝状遺構が確認されている（2）。後期後半に至って、出雲

平野を見下ろす西谷丘陵に四隅突出型墳丘墓が築かれるほどの発展を見るが∴終末期から古墳時代初

頭にかけて、ほとんどの遺跡は終息してしまう。その原因は未だ解明されていない。古墳時代前期の

平野中心部は空白期であり、縁辺部でわずかに遺跡が確認されるのみである。古墳も北山山麓に太寺

古墳、神西湖東岸に山地古墳などが築かれる程度に過ぎない。これは、畿内中央政府との関係が影響

しているものと考えられる。

古墳時代中e後期になると、平野部の集落も徐々に再興していき、出雲地方最大の前方後閑境であ

る今市太念寺古墳や止塩冶築山古墳などの大型古墳が築かれるようになり、終末期には止塩冶横穴墓

に代表される横穴墓が多数分布するようになる（3）。

律令時代、平野の各地で遺跡が確認されている。古志本郷遺跡では近年の調査で、「禅門の郡家」跡

に比定される建物跡が発見されている。平野の西には、当時西流していた斐伊川と神戸川による「禅

門氷海」が広がっており、奈良時代に編纂された『出雲国風丑記』によると、本遺跡付近は「神関都

八野郷」に比定されている。平成6年度の調査（第且次）で、墨書丑器やへラ描き土器が確認され、

同書記載の「八野郷庁」との関連も指摘されている。

中世に至って、蔵小路西遺跡からは且2～且5健紀の朝山氏の居館跡と考えられる遺構が確認され（4）、

また、矢野遺跡では且4～且5健妃の屋敷跡が確認されており、四絡地区は中健以降も繁栄してたようで

ある。
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第2章　調査の経緯

平成11年（1999）8月31日付で、出雲市長（道路河川課）より、市道四絡30号外1線道路改良工事

予定地内の埋蔵文化財試掘調査の依頼があった。工事予定地は周知の遺跡である小山遺跡第3地点の

範囲内であったため、平成11年（1999）9月21日　出雲市教育委員会が現地の試掘調査を実施した。

その結果、NHKの旧放送所鉄塔基礎により、部分的に遺跡が破壊されている箇所があるものの、工

事予定地全域において、埋蔵文化財包蔵地であることが確認された。

平成12年（2000）3月21日付で、出雲市長（道路河川課）より、市道四絡30号外1線道路改良工事

予定地内の埋蔵文化財発掘調査の依頼があった。調査範囲は720m2（8×90m）であるが、本調査地は

公園（四絡ふれあい広場）として使われていたため、南側に桜の古木が植わっており、調査に支障を

きたすことが考えられた。しかし、この桜は他の公園に移植する計画があったため、道路河川課と協

議し、南側部分（160扉）については桜の移植後の10月以降に調査することになった。

平成12年（2000）5月8日

より、南側部分を除いた

560扉の調査を実施し、平成

12年（2000）9月8日に終了

した。その後、桜の移植作業

も11月までに終了したため、

南側部分（160m2）の調査を

平成12年（2000）12月11日よ

り実施し、平成13年（2001）

2月2日に終了した。これによ

り、本工事予定地内の発掘調

査は終了し、島根県教育委員

会と協議の上で、工事着手の

運びとなった。

なお、平成13年度も出土遥

二　物の整理作業を継続し、平成

塾14年（2002）3月に本書を発

電刊するに至っている。

た一二

第2図　小山遺跡第3地点調査配置図（S＝1：2500）
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第3図　遺構配置図（S＝1：200）
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第3章　調査の儲黒

第瑠節　調査の概要（第遜相磯囲う

本調査地は道路建設予定地のため、幅約8m、長さ約90mの調査範囲で、南北方向を北に向けて右

にカーブを描く形状を成している。南の調査区外に設置したAlグリッド杭を基準に、5mメッシュ

でグリッド杭を設置し、北に向けてF17グリッドまで設定した。盛土及び撹乱土が厚く、深さ約1m

まで重機によって掘り下げた。その後包含層を徐々に掘り下げ、遺構検出に努めた。

本調査地は戦後、NHKの旧ラジオ放送所が建っていた場所で、その後、放送所が北約200mの位置に

移転した後、四絡地区の公園（四絡ふれあい広場）として整備され、市民に利用されていた。放送所

鉄塔の建設や移転時の工事などにより、遺構面の約4割近くが撹乱を受けていた。そのため、検出し

た遺構が破壊されていたり、つながりがはっきりしない部分がある。特に、7－12グリッドにかけて

は放送所施設の中心部であったため、鉄塔の基礎部や撹乱により、遺構面のほとんどが破壊されてい

た。また、1－3グリッド内では、植えられていた桜の根のために撹乱を受けていた箇所がある。

土層の堆積状況は、調査区全域で変化はなく、基本的に1－5層まで分層され、黄褐色シルトの地

山面に至る。1層はラジオ放送所移転後、公園として整備したときの盛土で、その下には放送所鉄塔

建設時及び撤去時の撹乱土が入っている。この撹乱土の中にはコンクリ塊や石礫などが混在しており、

その除去に困窮した。3層は旧耕作土で、近世からラジオ放送所開設までのものと思われる。黄褐色

地山シルトのブロックを含む4。5層が遣物包含層であるが、4層は、調査区全域でほぼ同レベルで

平面的に堆積している。須恵器e土師器破片を出土する。耕作土の跡と考えられ、この時点でかなり

平面的に削平されたと考えられる。5層が奈良。平安時代の遣物包含層である。4層と同様地山シル

トのブロックを混合するが、4層より砂礫が少なくソフトである。ほとんどの遺構はこの5層に掘り

込まれている。上述の様に、かなりの部分が撹乱で破壊されているが、掘立柱建物3棟、井戸1基、

土坑19、溝状遺構24、他、多数のピット等を検出した。溝状遺構は大別して、東西方向に走るものと、

南北方向に走るものとがあり、さらに固形状の2つの溝が平行する傾向が見られた。C2－り3グリ

ッドにかけて検出したSn23は、古墳時代前期前葉に埋まった「環濠」の様相を呈する溝である。

り14グリッドでは、撹乱を受けているものの、奈良。平安期の遣物を多く検出した。また、10グリッ

ド以北では、13－15グリッドを中心に製塩土器破片を多く検出した。黄褐色シルトの地山レベルは標

高4．3m～4。1mで、北西方向に向かって緩やかに下っている。検出した遺構の密度も北に向かって低く

なっており、南の微高地から北に向かって低地に至る地形と関連している。地山上の遣物包含層から

は、須恵器。土師器など奈良時代から平安時代にかけての遺物が主に出土している。

平成12年10月より、本調査区から南20mにある四絡幼稚園の改築工事に伴う発掘調査（第4次）が

始まり、年末にかけて調査が並行する期間があった。第4次調査区においても遺構e遺物の検出状況

は類似しており、第1次e　2次調査区とともに遺跡が連続するものであることが確認された。特に、

第4次調査区の東部分ではSn23に続くと考えられる溝状遺構が検出されている。

－6－
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第2節　遺構起遺物
主　柱列

SAの1（第5回）

調査区の北端近く、16グリッドで検出した、2穴からなる東西方向の柱穴列である。柱間は約4。5m

を測るが、西の調査区外へ展開する可能性もある。東西軸はN－810－Eを指向する。約2m北には

溝状遺構であるSD18．19が平行して走っていることから、これらの溝に関係するものと思われ

る。また、南に位置するSBOlの東西軸と方向を同じくし、その距離は1．8mである。Sn18．1

9とSBOlのほぼ中間に位置することから、柵の可能性が考えられるが、2穴のみであるため断定

は出来ない。覆土からは須恵器と土師器の破片がわずかに見られるのみで、SD18。19、SBO

－7－



プ
1．黒褐色土

（小炭化物含む）

2．黒褐色土

（ややソフト）

3．黒褐色土

（2より暗い）

4．黒褐色土
麺「帝打

4

（粘性弱、ソフト）

5．時オリーヴ褐色マダラ土 0　　　　　　　　　　　　　　　2m
t l＿」＿＿」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第5図　SAOl　実測図（S＝1：60）

1と同時期と考えるが、決定する資料はない。

2。掘立柱建物（第6～9回）

SBの瑠（第6図）

SAOlの1。8m南に位置する掘立柱建物である。約3mを1間とする3穴のピットを検出した。長

径0。8－0。9m、短径0。4－0．6m、深さ40－50cmを測る楕円形のピットで、SAOlのピットに類似する。

1間×1間分を検出したが、それ以上に調査区外に展開する可能性がある。東西を軸とした場合、

N－810　－Eを指し、方向としてもSA Olと同一である。SA Olと同軸のピット配置を呈するこ

とから、SAOlと同時期の建物と考えられる。

遺物は須恵器と土師器の破片、赤色塗彩の土師器破片が少量出土していることから、奈良。平安時

代の建物と考えられる。

一一一一一一一一、、（／′‾‾‾’‾、、」面前

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
ト＿⊥　＿．⊥」＿」＿－＿＿＿＿＿＿＿　　　」

第6図　SBOl実測図（S＝1：60）
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SBの2（第7因）

13グリッドで検出した掘立柱建

物である。東西方向に2間（4．4m）、

南北方向に1間（3m）を測る。撹乱

に切られるため、正確な規模は掌握

できないが、2間×1間以上の建物

と思われる。南北を軸とすると、

N－200　－Eを指向し、SB Ol。

S A Olより270　東に振っている。

外側約90cmに東西方向1。6m、南北

3．0m間隔でピットが巡る。さらに西

90cmにピットが並んでおり、これら

は庇部分のピットの可能性も考えら

れるが、撹乱部で不明な部分もある



0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
L．．．．！　　　　　　　［

第7図　SBO2実測図（S＝1：60）

ため、SB02としては2間×1間の建物とした。、ピットからは須恵器と土師器の破片が少量出土し

ている。

遣物（第番図）1は製塩土器の破片である。厚手の器壁で口縁端部内側に面を作り、内外面とも指ナ

デの成形痕が残る。2は須恵器杯の底部で、底面は回転糸切り離しである。3は拳大の礫で、方形に

加工した痕が見られる。一部焼成を受けて黒変している部分がある。』　2は8。9世紀代の所産で

あることから、SB02は奈良e平安時代の建物跡と考えられる。

S随03（第9図）

5e6e7グリッドで検出した掘立柱建物である。不整円形のプランを呈し、深さ20－40cmのやや小型

の柱穴である。東側と北側に広がる撹乱のために、対応するピットが見あたらないが、1間約2mを測

り、南北4間（8m）×東西2間（4m）以上の規模になると思われる。南北を軸とすると、N－

40　－Eを指向する。ピット内からは土師器の小片がわずかに出土するのみで、時期を特定するのは

難しい。SD04を切ることから、おそらく奈良e平安から中世にかけての建物と考えられる。

－9－



3喝　井戸

SEの瑠（第欄図）

調査区の南側、1グリッドで検出した井戸

である。径約3。Omのほぼ円形プランを皇し、

深さ1．2mを測る。人頭大の礫が中央部の上層

でかたまって数個出土しており、廃棄後に埋

まったと考えられる。鉢状の掘り方を成し、

漏斗状にやや落ち込んだ中心部から湧水する

ことから、この水溜部に何らかの施設があっ

た可能性が考えられる。土層断面の観察から

もその存在が窺えるが、井戸側等は検出しな

かった。覆土からは中世末期と思われる土師

器が上層から数点出土している。井戸廃絶後

に埋まったものと思われ、4。5グリッドに

あるSK Ol。02と同時期の遺構と考えら

れる。

二守「ナ、－1 ＼＼＼＿＿＿　巨≡＝勇

「＿＿＿「「二

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
「，．．．！　　　　　　　i

第8図　SBO2出土遺物実測図（S＝1：3）

＿＿寸一一メ＝＝p

0　　　　　　　　　　　　2m

L一＿＿＿一」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第9図　SBO3実測図（S＝1：80）
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L＝孔Om

1．黒褐色土（砂磯多く含みしまっている）

2せ　黒褐色土（細砂混合ややソフト）

3．黒褐色土（2より明るい）

4．暗褐色土

5．黒褐色土（細砂、地山シルトを帯状に混合）

6．黒褐色土（5より細砂　地山シルト少ない）

7．黒褐色粘質土

8．灰黄褐色（マダラ土）

／ノ
第10図　SEOl　実測図（S＝1：40）

2m

L一一．」．．！．　1　－－－－－」

第11図　SEOl出土遺物実測図（S＝1：3）
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1．黒褐色土（砂礫含む　固い）

2．黒褐色土（1より、ややソフト）

2’．黒褐色土（2より、明るくソフト）

3．黒褐色土（粘性中　ソフト）

4．オリーヴ黒色粘質土（腐蝕植物片含む）

5．黒色粘質土（木片少し含む　ソフト）

6．黒褐色土（やや砂質）

7．黒褐色土（粘性中ソフト）

8．黒褐色土（7よりやや砂質）

9．時灰黄色砂質土

10，灰黄褐色土（地山シルトブロック含む）

11．時オリーヴ褐色土（マダラ土）

0

第12匿I SKOl実測因（S＝1：40）
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第13回　SKOl出土遺物実測図（S＝1：3　3はS＝1：4）

＄臣の　出土遺物　第醐図）

瑠は複合口縁の賓で、目線端部に平坦面を持つ。外面は横方向の刷毛目、内面は頚部以下に横方向

の削りを施す。頸部に弱い指頭痕が認められる。畢田7期に当たるものと考えられる。2も草田7期

に相当すると思われる土師器の低脚杯で、杯部は内湾して立ち上がり、端部は丸く収めて緩く外反す

る。内面にはミガキを施したような痕が見られる。脚部はやや裾広がり気味に開く。3～5は土師器

の埠である。精製された土を用い、ロタロ成形時のヨコナデ痕がよく残っている。底部は回転糸切り

離しで、休部は直線的に開き、器高が低い。3は16世紀後半と考えられ、姫原西遺跡C区3号墓出土

の土器に類似する（4）。射ま中世末、5は15－16世紀代の所産と考えられる。

このうち頂。2は弥生時代終末から古墳時代初頭の古式土師器である。下層からの出土ではあるが、

近くで検出したSD28に同時期の遺物が見られることから、混入と考えられる。下層からは須恵器e

土師器の破片が多く出土しており、SE Olは16世紀後半には埋没したものと考えられる。

4。土坑（照～別田）

SKの1（第頂2図）

C4．5グリッドで検出した土坑で、径3。5m～4．0mの不整円形プランを皇し、深さ約1mを測る。東

西方向に平行して走るSDO L　02を切って掘られている。中層から下層に至るレベルで馬または

牛の骨と思われる骨が出土しており、廃棄時の祭祀において使用された可能性がある。底面に杭が打
しがらみ

ち込まれ、自然木。加工木材を横木として使用した柵状の施設が構築されていた。柵状の施設の上面

まで4．5層の粘質土が堆積しており、廃棄後1－3層の黒褐色土が平準に埋まったものと考えられ

る。井戸枠等は検出されなかった。荒砂層まで至り湧水するが、井戸とは考え難い。おそらく、湧き
しがらみ

水を溜めながら柵状の部分で水を汲み上げ、配水したものと考えられる。

覆土からは、土師器の破片とともに青磁椀の破片が若干出土している。中世の水溜配水用の土坑と

考えられる。

－13－
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第14図　SKOl出土木製品実測図（S＝1：6　6はS＝1：4）

SKの1出土遣物（討隠胴周）

瑠3－mま線描きの蓮弁文をもつ青磁椀の破片である。臓－2は壷または鉢の田縁部破片で、上面に

菊花文様のスタンプ文が施される。臓－3は骨材を採取した、牛または馬の大腿骨と考えられる。遺

構の中央部、棚状施設の内側4層（オリーブ粘質土）から出土した。骨の中央部に長さ6cm、深さ

1。5cmにわたって、鋸状工具で切り取った痕が見られる。内側に3ヶ所の切れ込み痕があることから、

4個（または4回）分を切り取ったものと思われる。切り取られた部分は「U」字形を望し、製品は

不明であるが、武具の材として使用されたものと考えられる。鎌倉「長谷小路周辺遺跡」など中世の

遺跡で出土例が報告されている（5）。

第14図は木製品である。掴一瑠～3は柵状の施設を構築する材で、縦杭として使用されたものであ

る。掴一頂は先端を焼いて尖らせたための焦げが見られる。元部はほぞが作られている。欄－2は丸

太を削ったもの、掴－3ほぞの皮を剥いだやや小型のものである。掴一射ま一方にほぞ穴を設けた角

材である。掴－5は8cm間隔に4×2．5cmの方形のほぞ穴を穿ったもので、横軸材として使用されたも

のであろうか。掴－6はへラ形を皇すもので、へラ部分に径数皿の穴が穿たれている。おそらく御敷き

の底板をへラ状木製品に転用したものと思われる。

－14－



1．黒褐色土（砂礫含み、固い）

1’．黒褐色土（1より明るい）

2．黒褐色土（1より暗くソフト）

3．黒褐色土（小炭化物少し含む）

4．黒褐色土（地山シルトブロック含む　粘性中）

5．黒色粘質土（地山シルトブロック含む）

6．時灰黄色砂質土（マーブル状）

7．暗オリーヴ褐色土

8．黒褐色土（地山シルト少し含む）
2m

llll＿一「．　．　！

第15図　SKO2実測図（S＝1：40）

SK O2（蔑楠田）

SKOlの南に隣接して検出した土坑である。長径2。6m、短径2。Omの楕円形プランを皇し、深さ

1m弱を測る。揺り鉢状の断面を皇し、底から著しく湧水する。井戸枠等の施設は検出しなかったため、

素堀の井戸と考えられる。

遣物は図化できる個体はなかったが、上層から下層まで須恵器や土師器の破片を出土する。赤色塗

彩された土師器小片も若干見られるが、時期を決定する遺物はないため、奈良e平安時代から中世の

遺構と考えられる。おそらく、SKOlと同時期の遺構と思われる。

SK頂　の（第欄因）

D14グリッドの東壁近くで検出したピット状の土坑である。径1．0mのほぼ円形の平面プランを皇し、

深さ50cmを測る。底面に根石と思われる平板な礫（長さ40cm、厚さ14cm）が置かれている。

覆土からは上層から下層にかけて、須恵器e土師器の破片が出土している。膵一mま輪状摘みを持

つ須恵器の蓋で、目線の返りはやや大きい。8世紀前半の所産と思われる。欄－2も須恵器の蓋であ

るが、目線の返りはなく輪状または擬宝珠状の摘みが付くものと思われる。照一3は高台を持つ須恵
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器塔の底部で、回転糸切り痕が残る。8世紀後

半の所産と考えられる。柑－4㈲6は内外面に

赤色塗彩された土師器の破片で、膵－6は高台

付の杯または皿と思われる。これらはいずれも

8－9世紀のものと考えられる。

覆土のうち5－10層は柱の埋め土と思われ、

SKlOは奈良。平安時代の柱穴跡の可能性が考

えられる。しかし、対応するピットが周辺に確

認できなかったため、土坑として扱った。おそ

らく調査区外へ展開しているものと思われる。

SK17（第欄闇）

C2グリッドで検出した遺構で、SD03を

切って掘り込まれている。径約2。Om、深さ約

60cmを測る土坑で、不整円形プランを皇す。底

面は凹凸があり、中心部がやや深くなっている。

遣物は土師器の破片が若干出土している。図

化できなかったが、16世紀代のものと思われる

杯破片が1点見られることから、中世末の土坑

と考えられるが、遺構の性格は不明である。

SK18（第欄間）

SD23の東E。F2グリッドで検

出した浅い土坑である。半楕円形の平

面プランを皇すが、南側が細くなって

おり、溝になる可能性も考えられる。

しかし、撹乱よって破壊されているた

め、形状がはっきりしない。北側は調

査区外へ広がるものと考えられる。検

出面で最大幅2．0mを測り、長さは2。5m

以上になるものと思われる。深さは、

0．2m程度であるが、中央部が深さ45cm

程度落ち込んでおり、中型の須恵器襲

1．黒褐色土（小炭化物若干含む　固い）

2．黒褐色土（1より明るい）

3．黒褐色土（上　2より暗い）

孔　黒褐色土（ややソフト）

5．黒褐色土（マダラ土）

6．黒褐色土（マダラ土　5より地山シルト

ブロック多い）

7．黒褐色土（5と同じだがソフト）

8．黒褐色土（地山シルトブロック若干

含む）

9．黒褐色土（粘性車　ソフト）

10．暗オリーヴ褐色土

0　　　　　　　　　　　　1m
！．，，．l　　　　　　　　　－i

第16図　SKlO実測図（S＝1：30）
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第17図　SKlO出土遣物実測図（S＝1：3）

（2の－1）が1個体口縁を上にした状態で出土している。押しつぶされたような格好で打線の一部を欠

いているが、ほぼ完形に復元できた。落ち込み内に埋納されたものと思われる。覆土からは土師器の

破片がわずかに出土している。検出時にこの賓のものと思われる須恵器の破片を採取していることか
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1，黒褐色土（砂礫含み、しまっている）

2．黒褐色土（1より暗く、ソフト）

3．暗褐色土

軋　黒褐色土（地山シルトブロック混）

5．黒褐色土（4より明るい）

6．黒褐色土（ややソフト）

O

L「‖十　　＿＿二雪

第18図　SK17実測図（S＝1：40）

ら、上面は後世に削平されているものと思わ

れる。遺構の性格は不明だが、時期は賓の形

状から古墳時代後期（6世紀後半）の範疇に

入るものと思われる。

SK瑠　8出土遣物（第2◎囲）

1は中型の須恵器の碧である。口径21。6cm、

器高55．2cmをはかり、中心よりやや上に最大

胴部径（46．9cm）がくる。口縁は緩い段を持

って短く外反する。丸底であるが焼成時に変

形している。肩部には自然和が付着し、焼成

時の剥離痕が一部見られる。調整は内面に円

形当て具痕が、外面は平行タタキが施され、

胴下半部に弱いカキメを施す。6世紀後半の

所産と考えられる。2は弥生土器の賓で、口

緑は「く」の字状に屈曲する。端部を丸く収

め、胴部がやや張る。調整は風化のためはっ

きりしないが、内面に刷毛目が残り、頭部外

面には成形時の指圧痕が見られる。松本Ⅲ－

1様式に相当するものと考えられる（6）。混入

と思われるが、弥生中期中葉の土器は本調査

区においてこの1点のみである。3は須恵器の蓋で、外面に幅3mmの沈線が1条巡る。6世紀代の所

産と考えられる。

SK19（第21回）

E2グリッドで、SD23の東肩を切る形で検出した土坑である。長径1．5m e短径0。9mの楕円形プ

ランを呈し、深さ30cmを測る。柱穴とした場合、対応するピットが見あたらない。遺構の性格は不明

であるが、遺構内から土師器の杯（2瑠－1）が1点ほぼ完形で出土している。体部は直線的に開き、

底径に比して器高はやや低い。底は回転糸切り離しで、輯軽成形の指なでの痕が顕著に見られる。形

状から、9世紀後半の所産と思われる。同様の杯は、第1次調査（平成6年度）においても出土して

おり、当該期の遺跡の拡がりを考察させるものである。

黒色土落ち込み（第3図）

遺構としてはとらえなかったが、7。8グリッドで黒褐色土の落ち込みを検出した。撹乱により上

層のほとんどを破壊されているため、正確な形状。規模を掌握できない。SD05に沿うような形で

半円形のプランになると思われ、東の調査区外へ広がる。緩やかに下り、約60cmの深さになる。砂礫

－17－
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第19回　SK18実測図（S＝1：30）

を若干含むものの、均一に黒色土が堆積し、下層は粘質土になる。

遺物は土師器の小破片がわずかに見られる程度で、時期は不明である。しかし、SD O4．05に

切られることから、奈良・平安時代以前には黒色土が堆積していたものと考えられる。ただ、SDl

Oとの切り合いは撹乱のため確認できず、落ち込みとしての時期は不明である。

－18－
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第2図　駅欄出土遺物実測図（＄＝机3　瑠ば＄＝机超）

5．，満（第3、22～馴

；霊l）

S・D O頂。㊥2（第3図）

SK Ol。02に切

られるかたちで検出し

た、東西方向にほぼ平行

に走る溝状遺構である。

この2本の溝は、ともに

幅0。6－1。2m、深さ30－

60cm　を測り、逆台形の

断面を呈す（第27図）。

2本の溝の間隔は約3m

を測る。溝の方向はSD

ll。18．19．22

と同方向になる。

覆土からは土師質片。

須恵器片がわずかに出土

しており、奈良e平安時

代から中世にかけての遺

構と考えられる。性格と

しては利水目的の溝が考

えられるが、区画溝とし

ての機能も推察される。

SD83（第22図）

1－5グリッドまで調

査区をほぼ南北方向に走

る溝で、東西方向に走るSり01。02に対して直交するように交差している。幅1．3m、深さ35cmを

測り、溝の断面は逆台形を呈す。SKOl。Sの01に切られるため、一部の検出にとどまり、SK

Olの北側で検出したSの05に続くかどうかは不明である。3。4グリッドでは約3。5m西にあるS

の04と平衡して走る。南側で西に分かれるが、撹乱のため方向ははっきりしない。

覆土からは、須恵器e土師器。赤色塗彩土師器の破片がわずかに出土する。時期を決定する資料に

乏しいが、新しい遺物を含まないことや、北側でSの01。SKOlに、南側ではSK17。SD2

2。SEOlに切られることなどから古代の溝と考えられる。

－19－



S◎⑳磯（第恩媚酎

調査区のB3グリッドからC6グリッドにかけて

検出した、調査区を南北方向に直線的に走る溝で、

幅1～且。2m、深さ50～60cmを測る。断面はやや袋状

の「U」字形を豊し、東のSり03に平行する。砂

礫を多く含む覆土であり、中◎下層に砂礫ブロック

を含むことから、水が流れていたことが窺え、急激

に埋没したものと考えられる。底面のレベルは南か

ら北へ向かって緩やかに下っている。

弥生土器e須恵器e土師器賓e赤色塗彩土師器片

などが若干出土しているが、図化できたものは2点

のみであった。2番一mま、田縁に2条の四線を施す

弥生時代中期後薬の聾破片で、混入と思われる。2爵

－2は、須恵器埠の田縁部で奈良時代のものと思わ

れる。遺構の時期を決定するのは難しいが、中世末

から近世初頭にかけての溝と考えられるSの01。

02に切られることとあわせ、Sの03と方向を同

じくすることから、奈良◎平安時代の溝と考えられ

る。且2グリッドから北で検出したSの12。13と

方向や形態が類似しており、潅漑用の溝が推定され

る。

1．黒褐色土（固くしまっている）

2．黒褐色土（1より暗く、ソフト）

3．時灰黄色土

4．黄灰色砂質土（もろい）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
！，，，，i I

第21図　SK19実測図（遺構S＝1：30　遣物S＝1：3）

＄D⑳5巳　⑳6（第3因）

5グリッドから8グリッドにかけて検出した細い溝状遺構で、Sの05。06とも幅0。5－0。7m、深

さ20～40cmを測る。ほぼ平行にやや東側に弧を描いて走り、北側はともに撹乱で切られている。Sの

06は南側で調査区外へ展開していき、Sの05は南側でSの0射こ切られ、SKOlに切られて消

失する。SKOlの南側で検出したSの03につながるものかどうかは不明である。

覆土からは土師器破片がわずかに見られるのみで図化できるものはない。Sの04やSB03の

ピットに掘り込まれることから、それらより古いと考えられるが、時期は不明である。

＄防⑳＄臼　⑳9（第鍋図）

B9e且0グリッドで検出した、約0。8m間隔でほぼ平行して走る溝状遺構である。Sり08は幅0。6

－且。Om、Sの09は幅0．8－且。2m、深さ30－50cmを測る。ともに南側を撹乱により破壊されている。S

の08はSの06につながる可能性も考えられるが、確定できない。北側も撹乱により、消失してい

るが、調査区外へ続くものと思われる。方向はSの09がN－220　－W、Sの08はやや西へ振って、

N－240　－Wを指向する。
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1．黒褐色土（しまっている）

2．黒褐色土（1より明るい）

3．褐灰色砂質土（砂礫多く含む）

4．褐灰色細砂

5．暗褐色

6．黒褐色（ソフト）

／／A’7．暗褐色砂質土

7’．灰黄褐色砂質土

SDO3（A－A’）

L＝4．0m　　　　　4

1．黒褐色土（固い）

2．黒褐色土（1より明るい）

3．黒褐色土（ややソフト）

4．暗褐色砂質土（地山砂含む）

5．黒褐色砂質土

l＿．。，。！　　　i

害22団・SE狛餌沖実測田（道盲Sご］：用巾　土層S＝1：60）

Sの09の上層から、ほぼ完形の

状態で土師器の杯（28－3）が1点

出土している。8世紀後半から9世

紀にかけての杯と思われ、口径

且2．6cm、器高3。6cmを測る。底部はや

や丸みを持ち、削り後ナデて仕上げ

る。全面に赤色塗彩され、色落ちや

摺れが見られないことから、ほとん

ど使用されていないものと思われる。

奈良e平安期の溝と考えられる。

S時‘］9（詰餌周）

B8－C9グリッドで検出した南

西から北東方向に走る溝である。幅

は南側で1。2m、北側で2。2mを測り、

北に向かって広がるが、底面幅は30

－40cmである。深さは40－50cmで、

断面は鉢状を豊す。撹乱により大部

分が削られるため一部の検出にとど

まり、正確な形状が把握できないが、

やや東方向に湾曲している。覆土は

ややソフトな黒褐色土で、砂礫はあ

まり含まない。

須恵器。土師器破片が若干出土す

るが、小破片で時期を決定するもの

はない。Sり05。06。11に切

られるため、これらより古いと考え

られる。南で検出したSの04と同

方向になるが、同時期の溝かどうか

は不明である。

Sの04とは垂直方向で約7m離

れている。

馴針mI　傾臓掬）

B e C9グリッドで検出した細い溝状遺構で、Sn01。02と同じ東西方向に走っている。幅

0・7－mm、深さ朝cm弱を測る。逆台形の断面を皇し（第27図）、覆土からは須恵器と土師器の小片が

－21－



わずかに見られるのみで、時期を決定する遺物は出土

していない。SD08。09を切り込んでいることや、

形態e方向がSn01。02や他の東西方向の溝状遺

構と同じであることから奈良e平安時代から中世の遺

構と思われる。

＄防瑠　2日　瑠　3（第25因）

B12グリッドからE16グリッドにかけて検出した溝

状遺構である。幅はSD12が0。9－1。6m、Sの13が

0．5－1。4mで、深さはともに10－30cmと浅く、ほぼ同規

模。同形態を呈している。断面は血状で、底面は凹凸

が見られる。北側が浅くなるのは後世の削平によるも

のである。この2条の溝は所々撹乱により分断される

が、1。6－1。8m間隔で平行して、調査区の北側約3分の

1の長さをほぼ南西方向から北西方向に向かって走っ

ている。わずかに東側に弧を描いているが、これは当

時の地形に沿う形と考えられる。北側はSの18。1

9に切られ、南側は撹乱により破壊されているが、調

ザ

査区外へ延長していくものと思われる。

遺物は須恵器と土師器の破片をわずかに出土する。

赤色塗彩された土師器の杯や、回転糸切りの底部片な

どが見られることから、この2条の溝状遺構は古代の

水利目的に使用された溝ではないかと思われる。　　　SPO8
1．黒褐色土

S D O　9

1．黒褐色土

2．黒褐色土（1より暗い）　2．黒褐色土（1より暗くソフト）

SD瑠2回　瑠3出立遺物（第2＄図4㈲＄）　　　　　　　乱黒褐色土（地山シルト多く含む）3サ黒褐色土（地山シルト含む）
4．灰黄褐色土　　　　　　　4．黒褐色土（ややソフト）

射ま須恵器杯の目線部、5は小さな返りを持つ須恵　5。黒褐色土　　　　　5，暗褐色土（しまっている）

器蓋の破片である。6は回転糸切り離しの土師器杯の　　　　「‖Iー　　　＿㌢

底部、7は口径25。舶mを測る土師器の賓である。8は　　第23図SDの8、の鴫測図（S＝瑠：6の）

内湾して立ち上がる須恵器の杯である。これらの遺物は8世紀後半から9世紀にかけてのものと考え

られる。

SD瑠5（第鍋閃）

BlOグリッドで検出した溝状遺構である。東西方向からやや北にふって走る。方向としてはN－

560　－Eを指向し、同方向の溝は本調査区においては他に見られない。北側のほとんどと東側を撹乱

により破壊されており、下層部がわずかに残存している状況で、遺構の性格をつかみきれない。また、

一部をSの08。09に掘り込まれるため、全体の形態を掌握しきれないが、検出面で幅1．5m、深さ

－22－



！

1

／

／

！

ノ「

4

1，黒褐色土（きめ細かくややソフト）

2．黒褐色土（1より明るい）

3．黒褐色土（2より粘質、地山シルト少し含む）

軋　暗褐色粘質土（砂磯少し含む）

5．時オリーヴ褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

j＿，，．．！　　　！

第24図　SPlO実測図（S＝1：60）

40cm前後を測り、実際はそれ以上の規模になると考え

られる。断面も撹乱のため一部分の観察にとどまった

が、おそらく逆台形の断面形を呈するものと思われる。

黄褐色の地山シルトを若干含む覆土で、下層から黒

曜石の小型無茎石嫉（2番一頂の）が1点出土している。

しかし、他に土師器の小片がわずかに出土するのみで、

時期を決定する資料に乏しい。

Sm180　瑠　9（第3図）

調査区の北端である16．17グリッドで検出した浅い遺

構で、調査範囲外へ展開するものと思われる。調査範

囲内では当初、1．5m幅で検出したが、掘り下げていく

段階で深さ30cm弱の2本の細い溝に分かれ、北側をS

D19とした。平面プランではSD18と19の新旧

関係ははっきりしなかったが、土層の観察（第27図）

ではSD18がSD19を切って掘られていることか

ら、SD18は19の掘り直しと考えられ、その時期

差は短かったと思われる。

覆土からは、須恵器や土師器が若干出土しているが、

図化し得たのは須恵器の高杯（2番－9）のみである。

脚部に長三角形の2方透かしが入るものであるが、混

入遺物と考えられるため、遺構の時期を決める指標と

はならない。青磁器の小破片を含むこと、また、古代

の溝状遺構であるSD12。13を切っていることか

ら中世の遺構と考えられる。SAO上　SB Olと軸

方向が会致しており、これらの遺構に合致した建物を

区画する溝の可能性が考えられる。

Sm20（第3回）

調査区南西端のAl。2グリッドの西壁際で検出し

た、幅0．8m、深さ約40cmを測る溝である。断面は逆

台形を呈す。遺物は土師器破片をわずかに出土する。

南北に走り、SD04の方向とあっているが撹乱によ

り寸断しているため、SD04とのつながりは不明で

ある。SD03とも方向を同じくすることから、同時

期の溝と考えられる。
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＄随2『∴l　22（第3m）

A e B e Clグリッドで検出した、

ともに幅約1。Om e深さ50cmを測る溝

で、東西方向に平行して走っている。

断面は逆台形を里す。（第27図）2本

の溝の間隔は約3．0mである。

Sn21は調査区の南西端での検

出で、2mほどの調査に止まったが、

撹乱に一部を削られ、Sn20を切

っている。

Sの22は南北方向の溝であるS

の03。20を切っているが、SE

Olに切られる。遺物は土師器破片

をわずかに出土するのみで時期はは

っきりしないが、S n01。02と

規模e方向を同じくすることから、

中世の区画的な溝ではないかと考え

られる。

SD23（第29訊）

調査区の2。3グリッドを南北方

向に走る溝状遺構である。南側は東

肩を撹乱により削られるが、約11m

の長さを検出し、南北の調査区外へ

続くものと思われる。幅は約3。3mあ

り、断面は鉢状を皇す。深さは80cm

を測るが、上面は後世に削平されて

おり、実際はもう少し深かったと思

われる。

土層の観察から、何回かの限り直

しが行われたことが窺える。12－14

層の堆積する　溝（旧SD23）が

始めに掘られ、その後8－1鼠層の溝

（新SD23）に掘り直され、最終的

に浅く幅広の溝となり、1－7層が堆

積して埋まったと考えられる。旧S
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

SD13（C－Cつ

L＝聖‾‾『二二二『「‾l‥2

SD13（A－A’）

L＝㈹m。’ご古瓦
2

1．黒褐色土（小炭化物若干含む）

2．黒褐色土（1より明るい）

3．時オリーヴ褐色土（マダラ土）

SD12（A－A’）

‾＝‾二‾‾三幸三‾l

1．黒褐色土

2．黒褐色土（1より明るい）

3．時オリーヴ褐色土（マダラ土）

4．灰黄褐色土

5．時オリーヴ褐色土（マダラ土）

6．時灰黄色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿L」＿」＿　　　　　　　　〕　　　　　　　　＿」

第25図　SD12、13実測図（遺構S＝1：150　土層S＝1：60）
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L＝4．0m

28－10

L＝4．0m

1

1

1

1

1

1

1

1

SD15（A－Aつ

4　2

1．黒褐色土（黒色土ブロック混）

1’．黒褐色土（1より黒色土少ない）

2．　暗褐色土（やや砂質）

3A．暗灰黄色砂質土

3B．灰黄褐色土（マダラ土）

軋　嗜オリーヴ褐色土（マダラ土）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

「l，　－　．1　　　　　　　」

D23e新SD23とも下層は砂質土で、急激に埋まった

ものと考えられる。

遺物は溝の中央部分で出土している。上層から中層にか

けて多く見られ、弥生時代後期前菜の土器片をわずかに含

むが、ほとんどは終末期から古墳時代前期前葉にかけての

ものである。上層及び下層（砂質土）から、幾内系土器

（布留賓）の破片が何点か出土している。上層。下層とも

遺物の時期差はほとんどみられないため、溝の埋まった時

期もこの時期と考えられる。

布留式碧の口縁は「く」の字状に外反して開くものが

ほとんどである。目線端部は丸みを持つもの、面を作るも

のとがある。また、複合目線細頸壷が何点か出土している。

頭部には板状工具で刺突した羽状文が施され、中心に沈線

を巡らし有軸としたものも見られる。複合口緑細頸壷はほ

とんどが軍団6期新から7期にかけてのものである（小谷

1－2期）（7）。高塀も数点出土しているが、同時期のもの

と思われ、小谷1－2期に相当する（8）。小谷3期に入る遺

物は見られない。

SD23から出土する土器（婆。壷類）は上。下層とも

草田7期に相当するものがほとんどであるが、掘り直し後

の層からは軍団6期の遺物も含まれる。これは、旧SD2

3に埋まっていたものが掘り返され、横に盛土され置かれ

たものが、新SD23の廃棄時に溝内に埋没したものと考

えられる。

弥生時代後期前葉の土器は軍団1から2期にかけてのも

のである。中期後葉の土器片を若干出土するが、溝を掘り

第26図　Sり15実測図（S＝瑠：60）　　なおした際に混入したものと思われる。弥生時代後期中葉

の遺物を欠いているが、SD23は中期後葉から後期前葉に築かれ、何回か掘り直しされながら継続

して使用され、古墳時代前期前葉に至って廃棄されたものと考えられる。

Sm23出土遣物（第3◎ぷ引図）

3◎－』　2は弥生時代後期前葉の賓の口縁部である。頂は3条、2は5条の擬凹線を複合口縁に施

す。侶ま新SD23の下層からの出土である。

3の－3～6は複合目線細頸壷で、3u　射ま口縁端部上面に平坦面を作る。5。6の目線端部は外側

にやや肥厚して面を作る。6の頭部には板状工具による有軸羽状文が施される。2条の沈線により区

画され、上段の刺突文が下段よりやや長い。頸部内面には指のなでつけ痕が見られ、頸部以下はヨコ
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L＝4．0m

SDOl

‾彗訝㌃
1．黒褐色土

2．黒褐色土（1より暗く、ソフト）

3．暗オリーヴ褐色砂質土

4．灰黄褐色土

SDO6

L聖m確「
3

1．黒褐色土

2．黒褐色土（1より暗く、ソフト）

3．黄褐色砂質土

4．暗褐色土

1．黒褐色土

2．黒褐色土（1より明るい）

3．暗オリーヴ褐色土

1．黒褐色土

2．黒褐色土（1より明るい）

鼠　黒褐色土（地山シルト含む）

L＝4．0m

SD18

1．黒褐色土（しまっている）

2．黒褐色土（ややソフト）

3．灰黄褐色土（地山シルト少し含む）

1．黒褐色土（しまっている）

2．黒褐色土（1より明るい）

乱　黒褐色土（2より暗い）

4．灰黄褐色土

5．灰黄褐色砂質土

6．黄灰色砂質土

7．黄褐色土 1m

還
2

1．黒褐色土

2．暗褐色砂質土

SD16

L〒4・Om　1　2

1．暗オリーヴ褐色土

2．時灰黄色土

SDO5

L響m「こ〒フrl

l．黒褐色土（砂磯多い）

1．黒褐色土

2．黒褐色土（1より暗い）

3．黒色土（ソフト）

4．灰黄褐色土

5．暗オリーヴ褐色土

SD17

L竺9m　　21
1．灰黄褐色土

2．時灰黄色土（マダラ土）

SD19

軋　黒褐色土（いまっている）

5．黒褐色土（4より暗いややソフト）

6．暗灰黄色土

SK13

7．黒褐色土

8．時オリーブ褐色土

9．黒褐色土（粘性中）

L＝軋5m

SK24

‾二三三二「

1．黒褐色土（砂礫多い）

2．黒褐色土（1より明るい）

3．灰黄褐色砂質土

11－　，　－　－－－－l一　一i

第27図　溝状遺構土層図（S＝1：40）

－26－



▲

し√＝

ノ 二⊆‡諒≡ ：二一二＝＝＝＝　5

＼＼＼、、＿」二二二戸忘

1、2はSDO4　　　　8はSD13

3　はSDO9　　　　9はSD18

4～7はSD12　　　10はSD15

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　－i，．！　　　　i l　－　l l l　」

第28図　SDO4、09、12、13、15、18　出土遺物実測図（S＝1：3、SD15はS＝1：2）

方向の削りが施される。これらの壷は軍団7期に相当する。

3◎－7柑綱は複合口縁の賓である。目線端部をやや外側に引き出し、面を作る。稜の突出は鈍い（9）。

9の肩部には幅1cmの刷毛状工具による波状文が巡る。胴の体部はほぼ球形であるが、器壁が薄く、

底部は径4。Ocmほどの平底の痕跡を残す。外面の調整は肩部から胴部上半はヨコ刷毛目、胴下半はタテ

刷毛目が施され、下半以下ははっきりしない。内面の調整は頸部下はヨコ方向の、肩部から胴部は斜

め方向の削りが施され、胴下半から底にかけては指によるなでつけ痕が見られる。これらの賓のうち

7m　＄滋　9は軍団7期上　欄凱l綱は軍団6期新段階に相当すると考えられる。

3瑠一mまやや内傾する複合口縁の賓で、目線端部に面を持つ。稜は指でひねり出したように突出し、

肩部外面に1cm幅の弱い刷毛目が巡る。

3潤一28　3は布留式賓の流れを汲む単純口縁の碧で、「く」の字状に外反する口縁の端部は丸く収め

る（10）。3瑠－3は、荒いタテ方向の刷毛目で調整された肩部に、へラ描きの直線文が施される。馴一機

は台付壷と思われる。器壁はやや厚く、黄褐色を呈する。球形の胴部に低脚杯の脚のような台が付く

もので、肩部以上を欠損しているため器種は不明である。池田満雄氏の報告にあった脚付壷によく似

ているが、その日縁は複合の直口壷である（11）。また、類似する台付土器は鹿島町の「南講武草田遺跡」

からも出土しているが、その上部は複合目線碧の様相を呈するものである（12）。

3瑠－5m　6は高塚の杯部で、口縁端部に面を作る。6は段を有する。5の外面、6の内面にタテ方

向のへラミガキが施される。3潤一7は低脚杯の脚部である。内面に2本のへラ描きの沈線が見られる。

他に鼓形器台の脚部内側に線刻が施されたものがわずかに見られた。前述の池田満雄氏の報告にあっ

た脚付壷にも、2本線が刻まれているとあり、このようなへラ描き沈線は、使用目的や土器制作者の

何らかの意図を表した記号と考えられる。

3瑠－＄は小型の蓋で、旧Sn23の下層から出土している。3頂－9は口径12。Ocm、器高4。8cmを測る
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1．黒褐色土（砂礫・小軽石粒多く含む）粘性弱小

2．暗褐色土（砂礫・小軽石粒少し含む）粘性弱小

3．暗褐色土（砂礫・小軽石粒多く含む）粘性弱小

4．暗褐色土（3屑よりやや明るい）

5．暗褐色土（砂礫・小軽石粒少し含む）粘性弱小

6．黒色土（砂礫若干含む）ややソフト・粘性弱

7．黄褐色土（暗褐色土混）ややソフト・粘性弱小

8．褐色土（砂礫・小軽石粒多く含む）粘性弱小

9．黄褐色土（砂礫含む）

10．黄褐色砂質土（砂礫・小軽石粒多く含む）

11．灰黄色砂（砂礫・小軽石粒多く含む、黄灰色土混）、もろい

12．黄灰色砂貿土（細砂粒多い）

13．時黄灰色砂質土（12層より暗く、砂礫・小軽石粒多く含む）

14．時灰黄色砂質土（13屑より砂質でもろい）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

第29回　SD23実測図（S＝1：60）
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椀形の杯である。底部は削り後なでられたと思われ、削り痕が残り内湾して立ち上がる体部はヨコな

で調整で、口縁端部を尖り気味に仕上げる。この椀形の杯は、天神遺跡◎古志本郷遺跡で出土したも

のと同型と思われる（13）。3瑠一瑠◎は高塚と思われるが、杯部上半と脚部下端を欠損している。杯部内外

面、脚部外面に細いミガキが施され、脚部には円形の透かしが穿たれる。脚の接合法は在地のものと

は異なり、杯の中心部に脚をそのまま庄著した様である。馴一綱は低く裾広がりに開く、畿内系高塚

の脚で、浅い橙色を呈す。小型の椀状の塔が付くと考えられる。これらの土器のうち3◎－瑠と馴一』

2日　瑠◎は新Sの23下層から出土している。

本調査地から約20m南に位置する、四絡幼稚園改築事業に伴う第4次発掘調査地において、南北方

向に走る溝状遺構Sの04を検出した。方向的にはSり23の延長上に位置し、規模e形態や時期も

類似していることから、同一の溝と考えられる。既存の道路により分断されているが、このSの23

と第4次調査区のSn04をつなぐと、右にわずかに湾曲しており、「環濠」の様相を呈している。

ただ、溝の東側（内側）または西側（外側）では当該期の住居跡等は確認されていない。第4次調

査区のSり04から西15mには同軸方向に走る溝状遺構Sの03があり、やはり同じように右方向に

わずかに曲がっている。これらの溝状遺構の状況については、第4次発掘調査報告書（14）において詳解

されている。

S［「24（第3団）

調査区の南東端F2。3グリッドで検出した溝で、幅1m弱e深さ約40cmを測る。断面は逆台形を

皇し（第27因）、Sり2上　22と形態は類似しているが、北西から南東へ走っており（N－570　－W

を指向する）、方向が異なる。本調査区において同方向の溝はSの08。09があるが、距離がかなり

離れているため、同一0同時期の溝と考えるのは難しい。時期を決定する遣物は出土しておらず、検

出規模もわずかなため、遺構の性格も不明である。

遣構邦出土道場（焉32。33閏）

32－瑠㈲臓は須恵器である。』　2は蓋で、頂は輪状の摘みが付く。2は返りがやや深いもので、

頂と同様輪状の摘みが付くものと思われる。3㈲5は杯で、3回　射ま内湾する体部に目線端部がやや

外へ屈曲する。5。6は底部外周に高台が付き、休部は直線的に立ち上がる。アは壷と思われる底部

で、外面には回転へラ削りが施される。＄㈲瑠舶ま血で、＄E　9疎　綱の底部は回転糸切り後ナデ調整、

瑠のは回転糸切り痕が残る。綱には高台が付く。瑠2匂臓は高塀の脚部である。これらの須恵器のうち瑠㈲

3は奈良時代に想定され、他は概ね8－9世紀代の所産と考えられる。

32－欄㈲2射ま土師器である。欄相関は杯で、欄は貼り付け高台が付き、欄は「ハ」の字に開く高足

状の高台が付く。瑠感は皿状に、欄は直線的に体部が開く。掴。閥Ⅲ欄は全体に赤色塗彩される。

いずれも、8世紀後半から9世紀前半にかけてのものと考えられる。射凱潤は土師器の碧で目線はラッ

パ状に開くものである。別は土師器の高塚脚部である。2◎は移動式竃の底部で、内面に荒い削り、外

面は刷毛目調整で下部は指圧痕が見られる。23は土製支脚の受部、22は脚部である。22の中央部には

径1cm程度の孔が穿たれている。餌は揺り鉢の口縁部破片である。中世末から近世初頭のものと考え
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第31回　SD23出土遺物実測図2（S＝1：3）

られる。25は李朝期の青磁椀の描線部破片で、削りだしの蓮弁文が施される。26は青磁椀の底部で、

外面には弱い蓮弁文が施され、見込みに正の字が刻まれている。中国産と推定される。

33－瑠㈲霧は製塩土器である。口径9－且2cmを測る。いずれも外面には指圧痕、内面には強い横な

で痕が見られ、浅い橙色を皇す。田縁端部は平坦面を作るもの（』　2匹　5。ア）と、丸く収めるも

の（6包　＄主細くなるもの（3召　超）があり、5の上面には刻み目が施される。3在　超以外は器壁が

厚い。すべて底部を欠いているが、概ね砲弾状を呈するものと思われる。8世紀から9世紀にかけて

の六連式の焼塩土器と考えられる。これらは、出雲地方では、稲佐e原山（大社）や上長浜貝塚など

で出土している製塩土器とよく似ていることから、近場の海浜部で生産されたものが運ばれてきて使

用されたものと考えられる。
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第恩因　遺構外出丑遺物実測図2（＄＝机3）
墨書須恵器　第錮図）

撹乱中であるが、C且且グリッドから墨書須恵器（錮一瑠）が1点出土している。高台付の杯底部で、

m径且2。4cm、底径9。3cm、器高4。8cmを測る。休部は直線的に立ち上がり、貼り付け高台が付く高広ⅣB

期（8健紀末～9健紀）に比定される（15）。底面は回転糸切り後無調整で、そのほぼ中心部に「井」の

字が書かれている。縦横且。5cm角でしっかりとした字体で讃かれている。しかし、現状では肉眼で薄く

確認できる程度である。約摘m南に位置する第1次調査地（平成6年度）の2区A3グリッドからは、

同時期の所産と考えられる「井」の字が描かれたへラ書き須恵器が出土している。井戸等に関連する

使用因的のためであろうか。このような土器を持つ集団がこの地に存在していたものと考えられる。

‾＿「＿＿

10cm

「l l，l l　　　　　　　二」

第鋼帯　墨書須恵器実測図（S器障3）
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第磯車　窓歴め

今回の調査地である小山遺跡第3地点では、これまで第1次調査（平成6年度）と第2次調査（平

成9年度）が行われている。第1次調査では、奈良。平安時代の溝e丑坑eピット等が多数検出され

ている。また、8世紀から9世紀にかけての墨書土師器やへラ描き須恵器が出土しており、『出雲国風

土記』記載の「神門郡八野郷庁」の位置関係を探る手がかりとなるものである。今回の調査で出土し

た墨書須恵器（馴距当）には、第1次調査2区検出のへラ描き須恵器と同じ「井」の字が讃かれてい

る。また、製塩土器も第1e　2次調査同様検出した。ほぼ同時期の遺物と考えられることから、当該

期に遺跡は全域に発展していたものと考えられる。しかし、これらの土器はいずれも包含層や撹乱か

らの出土であり、「郷庁」に比定できる遺構は検出されていない。墨書須恵器やへラ描き須恵器だけで

は、一概に官街と関連づけられないため、集落の範囲内でとらえるべきものと考えられる。

溝状遺構のうち南北方向に走る溝6条が、奈良e平安時代の溝と考えられる。これらの溝はSの0

3とSの04。20（SD20をSの04の延長と考える）、Sの08とSり09、SE12とSの且

3というように、2条平行する形態をとっている。2条同時に存在していたものか、前後して掘られ

たものかは不明であが、遺構面のコンタはこれらの溝の方向に合っており、当時の地形に沿って掘ら

れた濯漑用の溝と思われる。8世紀から9世紀の遺構としては偽に、SK且0とSK19がある。

東西方向に走る溝は、遺構の切り合いなどから、上述の溝より後～中世末までのものと考えられる。

SD OlとSn02、SD21とSI）22がそれで、3－4mの間隔で平行している。また、Sm1

上　SD18。19も同方向になり、Sの11やSの18。19については撹乱や調査区外に平行す

る溝がある可能性も考えられる。SI）22とSの02の問は約且3m、SI）01とSIⅢ且は約23m、

SDllとSD18は約36mそれぞれ距離をもって掘られている。Sり18の南には同時期のSA O

lとSB Olがあり、これらの溝は区画怪を持って作られたことが考えられる。Sり0且より南側で

検出した中世末の井戸や土坑は南北方向に並んでおり、ここに地下水の筋があったことが分かる。

SKOlからは骨材を採取した牛馬の骨が出土しており、近くに骨材生産の工人の存在が窺える。

調査区の南側で中型碧を出土するSK18は、古墳時代後期の遺構としては本調査区で唯一のもの

である。第1。2次調査区でも、古墳時代前期後半から後期にかけての遺構e遺物はほとんど検出さ

れておらず、遺跡全域にわたって空自期間であったと考えられる。

SK18の西で検出したSの23は「環濠」的様相を皇す太溝である。Sり23は弥生時代中期複

葉から後期前葉にかけて掘削され、古墳時代前期前葉に埋没するが、これは天神遺跡◎古志本郷遺

跡。下古志遺跡など、出雲平野の遺跡で検出される「環濠」の状況に類似する。この溝の埋まった古

墳時代前期前菜から後、SK18の掘られるまで、本道跡においては衰退期であったと考えられる。

本調査区からは松本Ⅲ－1様式の土器片が1点（2◎－2）出土しており、遺跡の出現は弥生時代中

期中葉までさかのぼるものと考えられる。本調査区より約0。5km北西には、弥生時代中期から後期にお

いて、出雲平野北部地域の拠点的集落としての役割を持つ矢野遺跡が位置しており、本遺跡はその衛

星的な遺跡として派生、発展したものと考えられる。
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出土遣物観察表（土器）

挿 図

番号
図版 出 土地 点 種　 別 器　 種

法 量 （単位 ：cm ）
形態 ・調 整 の特 徴 色　 調 胎　 土 備　 考

口径 底径 器 高

8－1 20 SB O2－P 4 土師 器 製塩 土器
（破 片）

内外 面 に指頭 痕 あ り にぷ い黄 橙色 精製 土

8－2 20 SB O2－P 3 須 恵器 坪
（底 部）

7 ．1 回転 糸 切 り 灰色

1ト 1 20 SE Ol 土 師器 聾 16．2 肩 部外 面 はヨ コ刷 毛 目
内 面は ヨ コ削 り

灰黄 色 微砂 粒含 む
（石 英 ・長 石）

頸部 下 内面 に指
圧痕

11－2 20 SE Ol 土 師器 低脚 坪 19．5 1 1．2 8．1 外 面 はナデ 浅 い黄橙 色 微砂 粒 多 く含む

11－3 20 SE Ol 土 師器 坪 14．2 6 ．3 3．4 ロク ロ回転 成 形、 回転 糸切 り 黄褐 色 精製 土 完 形

1 1－4 20 SE Ol 土 師器 坪
（底部 ）

5 ．6 回転糸 切 り、 見込 み に渦巻 き状 の
ナ デ

灰褐 色 精 製土 外 面一 部 にス ス

1 1－5 20 SEO l 土 師器 杯
（底部 ）

6．7 回転糸 切 り 内 ／ にぷ い黄褐 色
外 ／ にぷ い黄橙 色

微 砂粒 若 干含 む

13－1 21 SKO l 青 磁器 椀 13．3 線 描 きの 蓮弁 文 灰 オ リー ブ色 密

17－1 22 SK lO 須 恵器 蓋 15 ．6 2．8 天井 部 は回転 削 り、 輪状 摘 み 灰 色 密 、 1 mm 以 下 の
砂 粒 を少 し含 む

17－2 22 SK lO 須恵 器 蓋 14 ．8 1．4 天井 部 は削 り後 ナデ 灰 白色 密

17－3 22 SK lO 須恵 器 坪
（底 部）

8．0 高台 付 、回 転糸 切 り 青灰 色 密 、 1 mm 以 下 の
砂粒 を少 し含 む

17－4 22 SK lO 土 師器 坪
（破 片）

ナ デ 明赤 褐色 密 赤色 塗彩

17－5 22 SK lO 土 師器 坪
（破 片 ）

ナ デ 明赤 褐色 密 赤色 塗 彩

17－6 22 SK lO 土 師器 杯
（底 部破 片 ）

高 台付 明赤 褐 色 密 赤 色塗 彩

20－1 23 SK 18 須 恵器 蛮 21．6 55．2 外 面 は平 行 タタキ 、 内面 は 円形 当
て 痕 、胴 下半 にカ キ メ

灰色 密 、 白 色 粒 子 若
干含 む

ほ ぼ完 形

20－2 2 3 SK 18 ，弥 生土 器 聾 15．4 内面 は刷 毛 目、頚 部 に成 型時 の指
圧 痕

黄 灰色 微 砂 粒 少 し含 む
（石英 ・長石 ）

松 本 Ⅲ－ 1 期

20－3 2 3 SK 18 須 恵器 蓋 15．8 外 面 に 1 条 の沈線 灰 色 密

2 1－1 22 SK 19 土 師器 坪 11．8 7．3 3 ．5 ロ クロ成 形 、回転 糸 切 り後ナ デ 褐 色 精 製 土
（石 英 若干 含 む）

ほぼ 完形

28－1 27 SDO4 弥 生 土器 士宝E
（口緑 破 片）

2 条 の 四線 黒 色 微 砂粒 含 む

2 8－2 27 SDO 4 須 恵 器 坪
（口綾部 ）

1 1．9 ナデ 暗灰黄 色 密

28－3 22 SDO 9 土師 器 坪 12 ．6 9．0 3．6 内外 面 はナ デ、 底面 は 削 り後 ナ デ 橙 色 精製 土 完形
赤色 塗彩

28－4 27 SD 12 須恵 器 坪 13 ．4 ナデ 灰色 密 、 1 mm 以 下 の
微砂 粒含 む

28－5 27 SD 12 須恵 器 蓋
（破 片）

平坦 な 口録 で 、小 さな 返 りが付 く 灰色 密

28－6 27 SD 12 土 師器 坪
（底 部 ）

5．9 回転 糸 切 り 浅黄 色 微砂 粒含 む 。

28－7 27 SD 12 土 師器 褒 2 5．4 ナ デ、 頸部 以下 削 り にぷ い黄 橙 色 微砂 粒含 む

28－8 27 SD 13 須 恵器 坪 13．9 ナ デ 灰色 密

28－9 27 SD 18 須 恵器 高坪 三 角 の 2 方 透 か し 灰色 密

30－1 24 SD 23 弥 生土 器 聾 14．4 口縁 に貝 殻復 縁 によ る 3 条 の擬凹
線 、 内面 頸部 以下 削 り

内 ／灰黄 色
外 ／黄 灰色

微 砂粒含 む
（長 石 ・石 英 ・

雲 母）

30－2 24 SD 23 弥 生土 器 聾 15．4 口緑 に貝 殻復 縁 によ る 5 条 の擬 凹
線 、 内面 頸部 以下 削 り

内／ 黄褐 色
外／ 灰 黄色

微砂 粒 含 む
（石 英 ・長 石 ・

雲 母）

30－3 24 SD 23 土 師器 壷 18．0 頸 部外 面 タテ 刷 毛 目、内 面 にナ デ

つ け の指 圧痕

灰 黄色 微 砂粒 少 な い
精 製 され た土

30－4 24 SD 23 土 師器 壷 19．0 頸 部 外面 タテ 刷 毛 目、内 面 にナ デ
つけ の指 圧痕

灰 黄色 微 砂粒 少 し含 む
（石 英 ・長 石 ・

雲 母）

－36－



挿図

番　号
図版 出土地点 種　 別 器　 種

法量 （単位 ：cm）
形態 ・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　 考

口径 底径 器高

30－5 24 SD 23 土師器 士重臣 22．0 口線端部を下方 に引き出す 灰黄色 微砂粒多く含む
（石英 ・長石 ・

雲母）

30－6 25 SD 23 土師器 士重富 21．0 口緑端部を下方に引き出す、頸部
外面に有軸羽状文、下段にも沈線、
頚部内面にナデつけの指圧痕

灰黄色 微砂粒多く含む
（石英 ・長石 ・

雲母）

30－7 24 SD 23 土師器 聾 13．0 ヨコナデ 淡い黄褐色 微砂粒少ない
精製された土

30－8 24 SD 23 土師器 聾 16．2 口録端部を外側 に肥圧 内／浅黄橙色
外／灰白色

微砂粒含む

30－9 24 SD 23 土師器 聾 16．0 肩部に刷毛原体 による 1cm幅の波
状文 、内面は不明瞭なヨコ削 り

灰黄色 微砂粒多く含む
（石英 ・長石 ・

雲母）

外面一部にスス

30－10 24 SD 23 須恵器 聾 14．4 口線端部は緩 く外反、小さく突出
する稜、やや薄い器壁

にぷい黄橙色 微砂粒多く含む

30－11 25 SD 23 土師器 聾 15．2 4．0 23．4 口緑端部に平坦面、外面肩部はヨ 内／灰黄色 微砂粒多く含む 外全面 にスス付
コ刷毛 目、胴下半はタテ刷毛 目、
内面胴下半に指頭痕とナデつけ痕

外／黒色、灰黄色 （石英 ・長石） 着
布留聾系

31－1 24 SD 23 土師器 蛮 16．0 口緑端部に平坦面、肩部外面に幅
1 cm のヨコ刷毛目、ヨコなで

黄灰色 微砂粒多く含む
（石英 ・長石 ・

雲母）

31－2 24 SD 23 土師器 聾 14．4 外面タテ刷毛目、肩部にへラ描き 内／黄褐色 密 外全面 にスス付
（単純口録） の直線文 外／灰黄色 微砂粒多く含む 着

31－3 24 SD 23 土師器 聾
（単純口線）

17．2 「く」の字状に大きく外反 明黄褐色 密
微砂粒多く含む

外面一部にスス
付着

31－4 26 SD 23 土師器 台付壷 ？ 10．0 外面は細いタテ刷毛目後ナデ、内
面は削 り後一部ナデ消し？

黄褐色 密
微砂粒多く含む
（石英 ・長石）

台付

31－5 26 SD2 3 土師器 高坪
（坪部）

22．0 外面にタテ方向のへ ラミガキ
接合部は指突痕 α

灰黄色 微砂粒多く含む
（石英 ・長 石 ・

雲母）

31－6 2 6 SD2 3 土師器 高坪 27．6 やや小さな段を持つ、内面にタテ 内／灰黄色 微砂粒多 く含む 内面一部にスス
（坪部） 方向のへラミガキ、外面はヨコな

で
外／灰褐色 （石英 ・長 石 ・

雲母）
付着

31－7 24 S D2 3 土師器 低脚 7．6 内面縁周 に1 本、タテ方向に 2 本 浅黄色 微砂粒少ない へラ描き沈線は
（脚部） のへラ描き沈線 精製された土 記号か

31－8 2 6 S D2 3 土師器 蓋 7．4 4．8 外全面に指圧痕、内面中央部は削
り、

灰黄色 微砂粒少 し含む 手づ くね状

3ト9 2 6 S D2 3 土師器 坪 12．0 4．8 底部はへ ラ削り後ナデ、内外面ヨ
コなで

内／灰黄色
外／黄橙色

微砂粒多 く含む
（長石）

31－10 SD 23 土師器 高坪 坪部外面はヨコ方向、坪部内面 と
脚部外面はタテ方向の細いミガキ

内／淡黄色
外／灰白色

微砂粒多 く含む
（石英 ・長石 ・
雲母）

円形透か し

3ト11 24 S D2 3 土師器 高坪
（脚部）

17．5 低 く開く、内面は弱い刷毛目 内／橙色
外／浅黄橙色

微砂粒少ない
精製された土

32－1 2 8 遺構外
F16G r

須恵器 蓋 回転ナデ、天井部は削り 灰色 密 輪状摘み

32－2 28 遺構外
llGr

須恵器 蓋 回転ナデ 黄灰色 密

32－3 2 8 遺構外
C13G r

須恵器 坪 13．0 7．2 3．7 回転糸切 り後ナデ 灰黄色 密
微砂粒少 し含む

32－4 28 遺構外
CllG r

須恵器 皿 13．5 10．0 3．1 回転糸切 り 灰色 密

32－5 28 遺構外
D14G r

須恵器 坪 12．3 8．4 4．3 回転ナデ 灰色 密
微砂粒含む

貼付高台付

32－6 28 遺構外
D14G r

須恵器 杯
（底部）

9．2 回転糸切 り、見込み内ヨコナデ 灰色 密 高台付

32－7 28 遺構外
E16G r

須恵器 壷
（底部）

回転削り
底面は削 り後ナデ

灰色 密
微砂粒少 し含む

底面にスス付着

32－8 28 遺構外
C14G r

須恵器 皿 14．6 1 1．0 2．8 回転糸切 り後ナデ 灰色 密

32－9 28 遺構外
E14G r

須恵器 皿 14．1 1 1．5 2．0 回転ナデ 灰白色 密

32－10 28 遺構外
D13Gr

須恵器 皿 18．0 14．6 2．8 回転糸切 り、ナデ にぷい黄橙色 微砂粒多く含む 焼成不良

32－11 28 遺構外 須恵器 杯
（底部）

11．8 回転糸切 り後ナデ 灰色 密 高台付

32－12 28 遺構外
F16．17G r

須恵器 高杯
（脚部）

10．3 回転ナデ 灰色 密
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挿図

番号
図版 出土地点 種　 別 器　 種

法皇 （単位 ：cm ）
形態 ・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　 考

口径 底径 器高

32－13 28 遺構外
ClOGr

須恵器 高杯
（脚部）

9．6 回転ナデ 灰色 密

32－14 28 遺構外
12Gr

土師器 坪 12．0 7．8 4．0 回転ナデ 明赤褐色 密 貼付高台付
赤色塗彩

32－15 28 達構外
C．D15Gr

土師器 埠
（底部）

5．1 回転ナデ 橙色 微砂粒少し含む 高台付

32－16 28 遺構外
13Gr

土師器 皿 12．8 回転ナデ、内面に塗 りの刷毛 目痕 内／明赤褐色
外／赤褐色

密 赤色塗彩

32－17 2 8 遺構外
C．D15Gr

土師器 杯 13．2 8．6 3．5 糸切 り後ナデ、 橙色 密
微砂粒少 し含む

赤色塗彩

32－18 2 8 遺構外
C7G r

土師器 聾
（口線部）

23．1 ナデ 内／浅黄橙色
外／オリーブ黒色

微砂粒多 く含む

32－19 28 遺構外
C7G r

土師器 褒 22．0 頚部以下外面はタデの刷毛 目、内
面はヨコ方向の削り

内／浅黄橙色
外／にぷい黄橙色

微砂粒多く含む

32－20 28 遺構外
D．E15G r

土師器 寵
（底部）

21．8 外面はタテ刷毛目、内面はヨコ削

り、端部 に指なでつ け痕

にぷい褐色 微砂粒多く含む

32－21 28 遺構外
B5G r

土師器 高坪
（脚部）

13．4 外面はナデ、内面は削 りと刷毛目 内／ にぷい橙色
外／にぷい黄橙色

微砂粒含む

32－24 28 遺構外 陶器 揺 り鉢
（口縁部）

7 条以上単位の揺 り目 赤褐色 密
微砂粒少 し含む

32－25 28 遺構外
9G r

育磁器 椀
（口線部）

15．0 蓮弁文 灰オリーブ色 密

32－26 28 遺構外
CgGr

青磁器 椀
（底部）

11．6 蓮弁文
見込みに花文様

灰オ リーブ色 密 中国製

33－1 29 遺構外
C15G r

土師器 製塩土器 9．4 口縁端部丸い、ヨコナデ痕
器壁厚い

内／橙色
外／灰黄色

精製土

33－2 29 達構外
14G r

土師器 製塩土器 12．4 口録端部に平坦面、ヨコナデ痕
器壁厚い

内／浅黄橙色
外／黄橙色

微砂粒含む

33－3 2 9 遺構外
C14G r

土師器 製塩土器 9．2 口線端部丸い、ヨコナデ痕
器壁薄い

にぷい橙色 微砂粒含む

33－4 29 遺構外
16．17G r

土師器 製塩土器 11．0 ヨコナデ痕、指頭痕
器壁薄い

橙色 微砂粒少し含む

33－5 29 遺構外 土師器 製塩土器 10．4 口縁端部に平坦面を作 り、刻目を 外／にぷい橙色 微砂粒含む

C14G r 施す、強いヨコナデ、器壁厚い 内／にぷい黄橙色 赤褐色粒混

33－6 29 遺構外
C13Gr

土師器 製塩土器
（口線破片）

口線端部に平坦面、ヨコナデ、指
頭痕、器壁厚い

橙色 微砂粒含む

33－7 29 遺構外
F15Gr

土師器 製塩土器
（口緑破片）

口線端部に平坦面、ヨコナデ、
指頭痕、器壁厚 い

浅黄橙色 微砂粒含む
赤褐色粒混

33－8 29 遺構外 土師器 製塩土器 口縁端部は丸い、ヨコナデ、指頭 内／浅黄橙色 微砂粒含む
C．D15G r （口縁破片） 痕 外／黄橙色 赤褐色粒混

34－1 29 遺構外 須恵器 坪 13．5 回転糸切 り、回転ナデ 灰色 密 高台付
「井」の墨書
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出土遺物観察表（土製晶）

挿 図

番 号
図版 出土 地点 種　　 別

法　　 量 （単位 ：cm 、 g）
色　　 調 胎　　 土 備　　　　 考

長 巾 高 底 径 断面径 孔径 重 量

3 2－22 28 遺 構外

16Gr

土製 支脚
（脚 部 ）

9．2 灰黄 褐 色 微 砂粒 多 い
小 砂粒含 む

上部 に径 1 cm の 穿孔 あ り

3 2－23 28 遺 構外
F 16G r

土‘製 支脚

（受 部）
に ぷ い橙色 微 砂粒 多 い 一部 ス ス付 着

出土遺物観察表（石器）

挿 図

番 号
図版 出土 地 点 種　 別 材　 質

法 皇 （単位 ：cm 、 g）
備　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚 外径 孔 径 重 量

8－3 20 S BO 2－P2 石 凝灰岩 9 ．5 8．5 7．0 1，0 70 方 形 に加工 、一 部 にス ス付 着
炉 台か ？

28－10 22 S D15 石鉄 黒 曜 石 2 ．5 1．6 0．3 4 平 形無 茎

出土遺物観察表（木製品。その他）

挿 図

番 号

図 版 出 土 地 点 種　　 別 遺 存 状 況

法 量 （単 位 ：cm 、 g）

備　　　　　　　　　 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 重 量

14－1 2 1 S K O l 杭 良 6 6 ．8 7．2 元 部 に 臍 、 焼 い て 加 工

14 －2 2 1 S K O l 杭 良 4 7 ．5 7．3 原 木 を 使 用

14 －3 2 1 S K O l 杭 良 3 8 ．3 5．4 皮 を 取 り 除 い た も の

14－4 S K O l 杭 良 3 7．0 4 ．9 2．9 角 材

1 4－5 2 1 S K O l 軸 部 ？ 一 部 欠 損 41．0 6 ．2 4．6 方 形 の 臍 穴 あ り

14－6 2 1 S K O l へ ラ 形 一 部 欠 損 27．1 3 ．4 0．3 御 敷 き の 底 を 転 用

13－3 2 1 S K O l 骨

（大 腿 骨 ）

一 部 欠 損 22．5 7 ．7 4．2 長 さ 6 cm 、 幅 1．6 cm の 切 り 取 り 痕 あ り

「U 」 字 形 の 骨 材 を採 取
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図 版



調査区全景（上から）
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SEOl、SDO3、23、SK18（上から）
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調査区南半分（上から）
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調査区北半分（上から）
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SBOl（北から）

SBO2（東から）

SBO2．SD12．13プラン（東から）
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SEOl造物出土状況

SEOl（南から）

SEOl、SDO3、20、21、22



SKOl遣物出土状況

SKO1、02（南から）
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SKlO遺物出土状況

SK13遺物出土状況

SK18（北から）



SDO3（北から）
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SDO4（南から）

黒色土落ち込み（北から）

－51－



図版11

：二二一Ij

SDO4　土層

SDO5、06（南から）



4Grより北調査状況

SDO8、09（南から）



SD18、19（西から）

SDO8、09、11（西から）
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SD12（北から）
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SD15検出状況

SD15（東から）
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SD23遣物出土状況

SD23遣物出土状況
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